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本日は糖鎖について説明します。 
 

糖鎖とはあまり聞きなれない言葉と思いますが、読んで字のごとく、様々な糖（単
糖）が鎖のようにつながっている物質です。 
我々の細胞の周りには産毛のような糖鎖が覆っています。 
糖鎖は主に３つの働きを担っています。 
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１ 自己防衛機能（免疫力） 
 
２ 自己修復機能（正常に戻ろうとする力） 
 
３ 自己調整機能（現状を維持しようとする力） 
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糖鎖異常から発症する病気の一例をあげてみました。 
 
表のような病気が発症するようです。 
 

現代の難治性の病気のほとんどが糖鎖以上によって引き起こされていることになり
ます。 
 
糖鎖を正常に保つことがいかに重要かということです。 
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糖鎖の働きを正常にするには糖鎖栄養素をしっかりとることが必要となってきます。 
 
 糖鎖栄養素をみていくと8種類の糖鎖栄養素が必要になってきます。ところが食品
で摂取できるのはそのうちの2種類だけでほとんどが肝臓で合成されているのです。  
 
 肝臓が元気でないと糖鎖栄養素が十分に合成されないことになります。 

ところが、現代人は高カロリー、高脂肪のものを暴飲暴食したり、過剰なストレス、
薬（化学薬剤）の摂取、食品等に含まれる食品添加物の摂取と肝臓に負担のかか
る生活を送っています。 
 

 このような生活の中、現代人の肝臓は疲弊しているのです。したがって糖鎖栄養
素の合成もうまくいかず、糖鎖異常が起こってくるのです。 
これが、様々な病気の発症の原因となっているといわれているのです。 
 

 肝臓の数値は異常ないから問題ないと考えがちですが、異常が出てからでは遅
いのです。日頃から肝臓に負担をかけない生活を送ることが必要です。 
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糖鎖栄養素を含む食品をあげてみました。 
 
参考にしていただき、糖鎖の正常化を図りましょう。 
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